
広報ひかり

3702021年 6月号

2

　4

6

8

10

11

12

13

14

15

16

30

「新成人の誓い」を
　　　　　　30 頁に掲載

▲市川市長からのメッセージ

◀上記メッセージ
と演奏は、5月 31
日㈪までこちらか
ら視聴可能

▲恩師の皆さんからのメッセージ ▲光高校吹奏楽部とひかり吹奏楽団の演奏

▼各中学校の校歌メドレー

▲光市成人のつどい
企画運営委員会の皆さん
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■市有地を売却します

■大雨に注意しましょう

■市・県民税の主な改正点をお知らせします

■介護保険制度が変わりました

■市営住宅の入居者を募集します

■国民健康保険税の変更について

■「市民生活・地域経済応援商品券」の取扱

店を募集 / 子育て世帯生活支援特別給付金

（ひとり親世帯分）を支給

■無料耐震診断・耐震改修補助 /水道管内リ

フレッシュ大作戦

■光市協働事業提案制度 /市民活動補償制度

■ひかりエコクラブ隊員を募集 /「ふるさと

光応援寄附金」（ふるさと納税）お礼と報告

■市の財政状況をお知らせします

■不妊・不育症治療費の助成拡充

新成人をオンラインでお祝い
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□売却物件

▪物件名　光市栽培漁業センター用地の一部

□申込方法　農林水産課水産係に備え付けの案内書または市 （右記ＱＲコード参照）の記載事項を確認し、

　　　　　　書類に必要事項を記入の上、お申し込みください。

□現地説明　5月 28 日㈮　14 時～　※事前に申し込みが必要です。

□質問の受付期間　6月 9日㈬まで

□参加申込期間　6月 14 日㈪～ 25 日㈮まで

□第 1次審査（資格審査）　6月下旬予定

□第 2次審査（プレゼンテーション・ヒアリング審査）　7月中旬予定

□申し込み・問合せ　農林水産課水産係　☎ 0833-72-1498

市有地を売却します

　光総合病院では、次の市有地を一般競争入札により売却します。

　入札に参加するためには事前に申し込みが必要です。

■一般競争入札による売却

□売却物件

□入札日時　6月 14 日㈪　10 時～

□入札会場　光総合病院 1階講堂

□申込方法　光総合病院総務課に備え付けの案内書または光総合病院 (右記ＱＲコード参

　　　　　　照）の記載事項を確認し、書類に必要事項を記入の上、お申し込みください。

□申込期間　6月 8日㈫まで

□申し込み・問合せ　光総合病院総務課管理係　☎ 0833-72-1000

■公募型プロポーザルによる売却

　市では、次の市有地を公募型プロポーザルにより売却します。公募型プロポーザルとは複数の申込者に目

的物に対する企画を提案いただき、その中から最も優れた提案者に売却するものです。
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▲市

▲光総合病院
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□売却物件

■随時受け付けによる売却

1千坊台三丁目 428 番
  232.92 ㎡ /6,055,920 円

2千坊台三丁目 430 番
　236.20 ㎡ /6,141,200 円

5上島田五丁目 180 番 29
　727.15 ㎡ /17,597,030 円

4大字小周防 1735 番 13
　210.34 ㎡ /2,734,420 円

3室積六丁目 3995 番 15
　231.22 ㎡ /6,219,818 円

　市では、次の土地の購入申し込みを先着順で受け付けています。申込方法など、詳しくは

お問い合わせください。

□申し込み・問合せ　財政課管財係　☎ 0833-72-1414
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※購入の申し込みは随時受け付けているため、売却済みの場合もあります。

▲市

　本市に移住する人、または移住して 1年以内の人が、上記の随時受け付けによる売却の市有地を購入

し、住宅を建築し定住したときに、支援金として指定地 1件につき 50 万円を交付します。

　さらに、以下に該当すれば支援金の額は最大 100 万円となります。

1 市内業者による建築の場合は 20 万円加算　

2 子育て世帯を対象に、中学 3年生までの子１人につき 10 万円加算（上限 30 万円）

□申し込み・問合せ　企画調整課企画係　☎ 0833-72-1407

【フラット 35 地域連携型と連携しています】

　本事業の対象者が、独立行政法人 住宅金融支援機構の「フラット 35 住宅ローン」を利用する場合、

借り入れから 5年間の金利が 0.25％優遇されます。

✿子育て世帯などの定住支援

▲市
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大雨に注意しましょう
梅雨入りしました

　

梅
雨
時
期
は
、
雨
が
断
続
的
に

長
期
間
続
く
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　

加
え
て
、
近
年
で
は
線
状
降
水

帯
に
よ
る
集
中
豪
雨
の
よ
う
に
一

定
の
地
域
で
大
雨
が
続
く
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

気
象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど
の

災
害
に
関
す
る
情
報
を
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
や
方
法
を
活
用
し
て
積
極

的
に
収
集
し
、
危
険
を
感
じ
た
ら

早
め
の
避
難
を
心
が
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ

れ
、
警
戒
レ
ベ
ル
4
は
、
「
避
難

指
示
」
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
避
難
指
示
（
緊
急
）

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
令
す
る
避
難

情
報
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
今

後
、
警
戒
レ
ベ
ル
4
「
避
難
指

示
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、

危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
全
員
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

□5月20日から適用された、警戒レベルに対する避難情報など

※1・・・市が災害状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、警戒レベル5は必ず発令され

                る情報ではありません。

※2・・・避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令することになります。

※3・・・警戒レベル3は、高齢者など以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、避難の                 
                準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

避
難
勧
告
と
避
難
指
示

（
緊
急
）
が
「
避
難
指
示
」

　

に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た

　

ま
た
、
レ
ベ
ル
3
の
「
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
は

「
高
齢
者
等
避
難
」
、
警
戒
レ
ベ

ル
5
の
「
災
害
発
生
情
報
」
は

「
緊
急
安
全
確
保
」
へ
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　

下
表
を
参
考
に
し
て
、
適
切
な
避

難
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
時
や
災
害
時
な
ど
で
命
に

か
か
わ
る
情
報
は
、
防
災
行
政
無

線
や
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、

防
災
情
報
電
話
通
知
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
よ
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
緊
急

通
報
を
行
い
ま
す
が
、
避
難
情
報

が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で

も
、
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
、
早

め
の
避
難
行
動
を
と
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
宅
以
外
の
場
所
へ
避
難

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
の
避
難
先

（
市
の
開
設
す
る
避
難
所
や
安
全
な

親
戚
、
知
人
宅
な
ど
）
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
、
事
前
に

検
討
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
避
難
情
報
発
令
時
は
防
災
行
政

無
線
の
緊
急
通
報
時
サ
イ
レ
ン
を

15
秒
間
吹
鳴
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
音
は
市

か
ら
試
聴

で
き
ま
す
。
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問防災危機管理課　☎0833-72-1403　℻ 0833-72-1731
bousai@city.hikari.lg.jp
https://www.city.hikari.lg.jp/

▪懐中電灯　▪ラジオ　▪ヘ
ルメット　▪持病の薬とお薬手
帳のコピー　▪非常食　▪水　
▪応急医療品、体温計　▪マス
ク、衣類、タオル　▪ウエット
ティッシュ　▪貴重品 (小銭も
用意 )

避難時の非常持ち出し品

チェックリスト（例）

□
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策

の
実
施

　

避
難
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
実
施
し
ま

す
。
お
互
い
を
思
い
や
り
、
う
つ

ら
な
い
、
う
つ
さ
な
い
た
め
の
対

策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
主
な
感
染
症
対
策
】

▪
身
体
的
距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
手
洗
い
・
手
指
消
毒
、

検
温
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る

人
の
専
用
の
避
難
所
の
開
設
な
ど

※
避
難
所
で
車
中
避
難
す
る
時
は

必
ず
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
避
難
所
の
駐
車
場
は
ス
ペ
ー
ス

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
避
難
所
へ

避
難
し
て
い
る
人
ま
た
は
車
中
避

難
し
て
い
る
人
以
外
の
駐
車
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※他に必要なものがあれば準備
をお願いします。

□
情
報
の
入
手
方
法

　

災
害
に
関
す
る
情
報
は
、
防
災

行
政
無
線
を
は
じ
め
、
防
災
広
報

ダ
イ
ヤ
ル
や
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
、
防
災
情
報
電
話
通
知
サ
ー

ビ
ス
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
か
ら
収
集
し
、
避
難
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

【
防
災
行
政
無
線
の

放
送
内
容
を
確
認
す
る
方
法
】

▪
防
災
広
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
確
認

で
き
ま
す
。

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
１
０

▪
光
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
行
政
無
線
の
避
難
情
報
な

ど
緊
急
通
報
の
ほ
か
、
警
報
や
注

意
報
な
ど
気
象
情
報
を
メ
ー
ル
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
登
録
方
法

　

次
の
ア
ド
レ
ス
（hikari@xpr

essmail.jp

）
宛
て
に
空
メ
ー
ル

を
送
る
と
登
録
手
続
き
が
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
、

空
メ
ー
ル
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲メール配信
サービス

▪
防
災
情
報
電
話
通
知
サ
ー
ビ
ス

　

光
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
が

使
い
づ
ら
い
人
や
防
災
行
政
無
線

が
聞
こ
え
づ
ら
い
人
を
対
象
に
、

防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
避
難

情
報
や
避
難
所
の
開
設
情
報
な
ど

を
、
固
定
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
申
込
方
法

　

防
災
危
機
管
理
課
、
福
祉
総
務

課
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）
、
大
和
支

所
お
よ
び
各
出
張
所
に
備
え
付
け

ま
た
は
市

掲
載
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま

た
は
郵
送
の
い
ず

れ
か
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

▪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

市

に
、
防
災
行
政
無
線
の
通

報
内
容
（
放
送
内

容
）
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

▲市

※山口県も光市
をはじめ県内の
災害情報を発信
しています。

▲山口県

「防災やまぐち」

【参考】自主避難所一覧

（★）災害の状況により、三井地区で三島コミュニティセンター、上島田地区で農村婦人の家、光井地区で光井

コミュニティセンターを開設する場合があります。

＊・・・支所・出張所の電話番号

▲市
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市・県民税の主な改正点をお知らせします
令和3年度

1給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振替

　働き方の多様化を踏まえ、働き方改革を後押しするなどの観点から、特定の収入にのみ適用される給与所

得控除および公的年金等控除の控除額を一律で 10 万円引き下げる一方、全ての所得に適用される基礎控除

の控除額を 10 万円引き上げます。

□給与所得控除の改正

▪給与所得控除が一律 10 万円引き下げられました。

▪給与所得控除の上限額が適用される給与収入金額が 850 万円に引き下げられました。

▪給与所得控除の上限額が 195 万円に引き下げられました。  

□公的年金等控除の改正

▪公的年金等控除が一律 10 万円引き下げられました。

▪公的年金等収入金額が 1,000 万円以上の控除額に 195 万

　5千円の上限が設定されました。

▪公的年金等以外の所得金額が 1,000 万円超から 2,000 万

　円の場合で 10 万円、2,000 万円超の場合で 20 万円を公

　的年金等控除額から引き下げて算定します。

□基礎控除の改正

▪控除額が右表のとおり 10 万円引き上げられました。

▪納税義務者の前年の合計所得金額が 2,400 万円を超える

　場合は合計所得金額に応じて控除額が逓減されます。

2所得金額調整控除の創設　

　給与所得控除の改正、公的年金等控除の改正に伴い、給与と公的年金の両方の収入がある人や、介護や子

育てを行う世帯などの負担が増加しないようにするため、所得金額調整控除が創設されました。

□給与所得および公的年金等に係る雑所得の両方を有する場合

　給与所得および公的年金等に係る雑所得の合計額が 10 万円を超える場合は、給与所得金額から所得金額

調整控除額を差し引きます。

●所得金額調整控除額＝（給与所得金額（10万円を限度）+公的年金等所得金額（10万円を限度））-10万円

□給与収入が 850 万円を超えている場合

　給与等収入金額が 850 万円を超えて次のいずれかに該当する場合は、給与所得金額から所得金額調整控除

額を差し引きます。

①特別障害者に該当する

② 23 歳未満の扶養親族を有する

③特別障害者である同一生計配偶者または扶養親族を有する

●所得金額調整控除額＝（給与等収入金額（1,000万円を限度）-850万円）×10％

問税務課市民税係　☎0833-72-1439

(× 税率）

+↑
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3ひとり親控除の創設および寡婦控除の改正

　全てのひとり親家庭に対して公平な税制を実現する観点から、「婚姻歴の有無による不公平」と「男性の

ひとり親と女性のひとり親の間の不公平」を解消するため、ひとり親控除の創設と寡婦控除の改正が行われ

ました。

□ひとり親控除の創設

　現に婚姻をしていない人、または配偶者の生死の明らかでない人で、次の要件をすべて満たす人について

ひとり親控除（控除額 30 万円）が適用されることとなりました。

①総所得金額が 48 万円以下の生計を一にする子を有する人

②合計所得金額が 500 万円以下

□寡婦控除の改正

　子以外の扶養親族を有する寡婦控除（控除額 26 万円）について、新たに合計所得金額が 500 万円以下の

制限が設けられました。 

※ひとり親控除、寡婦控除とも、住民票の続柄に「夫（未届）」「妻（未届）」の記載がある人は対象外となります。

4配偶者控除等の所得金額要件の改正および市・県民税の非課税基準の改正

　給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振替に伴い、配偶者控除等の所得金額要件等が改正され

ました。

□配偶者控除等の所得金額要件の改正

▪配偶者控除および扶養控除に係る配偶者および扶養親族の合計所得金額の要件が48万円以下となりました。

▪配偶者特別控除に係る配偶者の合計所得金額の要件が 48 万円超 133 万円以下となりました。

▪勤労学生控除に係る本人の合計所得金額の要件が 75 万円以下となりました。

□市・県民税の非課税基準の改正

　市・県民税の非課税基準の要件が次のとおりとなりました。

✿令和 3年度市・県民税などの決定について

　3 月 16 日以降に、令和 3 年度市・県民税申告書または確定申告書を提出された場合は、市・県民税

の賦課決定において当該申告内容が反映されない場合がありますのでご了承ください。

　この場合、申告内容に基づき再度計算を行い、当初課税額から増額または減額が生じた場合、順次、

変更後の税額について納税通知書などによりお知らせします。

　また、前年中の所得に基づき計算される国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料につい

ても同様に反映が間に合わず、変更となる場合があります。

問税務課市民税係（市・県民税、国民健康保険税）☎ 0833-72-1439

問市民課年金・高齢者医療係（後期高齢者医療保険料）☎ 0833-72-1428

問高齢者支援課介護保険係（介護保険料）☎ 0833-74-3003



8広報ひかり　令和３年６月号 8広報ひかり　令和３年６月号

■保険料の所得段階区分および年額保険料

介護保険制度が変わりました

問高齢者支援課介護保険係（あいぱーく光）
　☎0833-74-3003

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
い
て
3
年
ご
と
に

見
直
す
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

　

介
護
保
険
料
を　
　
　
　

　
　
　
　

変
更
し
ま
し
た

増
加
な
ど
に
よ
り
、
所
得
段
階
区

分
は
11
段
階
の
ま
ま
で
、
令
和
3

年
度
か
ら
、
保
険
料
基
準
額
（
第

5
段
階
）
を
月
額
２
９
４
円
引
き

上
げ
、
月
額
５
４
２
１
円
（
年
額

６
万
５
０
５
０
円
）と
し
ま
し
た
。

※
40
～
65
歳
未
満
の
人
の
保
険
料

は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
の
計
算

方
式
に
よ
り
決
め
ら
れ
、
医
療
保

険
料
と
合
わ
せ
て
医
療
保
険
者
に

支
払
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□
減
免
の
対
象　

第
2
段
階
と
第

3
段
階
で
、
特
に
生
計
が
困
難
な

低
所
得
の
人
の
う
ち
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
人

□
減
免
の
要
件　

①
世
帯
の
収
入

合
計
が
1
人
世
帯
で
90
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
（
2
人
以
上
の
世

帯
の
場
合
は
、
2
人
目
か
ら
1

人
に
つ
き
70
万
円
を
加
算
）、
②

世
帯
の
預
貯
金
な
ど
の
合
計
が

１
６
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
、

③
世
帯
員
が
居
住
用
以
外
の
土
地

ま
た
は
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い

こ
と
（
処
分
が
不
可
能
な
資
産
は

除
く
。
）、
④
市
民
税
課
税
の
人
に

実
態
と
し
て
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

こ
と

※
住
民
票
上
で
別
世
帯
で
あ
っ
て

も
実
態
と
し
て
同
居
の
場
合
は
同

一
世
帯
と
見
な
し
ま
す
。

□
減
免
の
金
額
　
上
表
の
第
1
段

階
の
金
額
ま
で
減
免

□
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
申
請

書
、
関
係
書
類
（
申
告
書
、
調
査

の
た
め
の
同
意
書
、
医
療
保
険
被

保
険
者
証
の
写
し
、
年
金
振
込
通

知
書
の
写
し
な
ど
）

◆
保
険
料
の
減
免
制
度

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
々
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う

大
切
な
制
度
で
す
。
令
和
3
年
度
か
ら
、
介
護
保
険
料
の
変
更
な
ど
、
制
度

の
一
部
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
の
安
心
の
た
め
、
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

65歳以上の皆さんへ

※（）は月額に換算した参考値（小数点以下切り上げ）



99

■　令和 3年度の介護保険料の納め方

■介護サービスにかかる費用の財源

□
高
額
介
護
（
介
護
予
防
）
サ
ー

ビ
ス
費
の
見
直
し　

　

8
月
か
ら
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
自
己
負
担
上
限
額
に
つ
い
て
、

医
療
保
険
の
高
額
療
養
費
制
度
に

お
け
る
負
担
上
限
額
に
合
わ
せ
、

現
行
の
現
役
並
所
得
相
当
の
世
帯

の
上
限
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

□
介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所
者
な

ど
に
対
す
る
負
担
額
軽
減
の
適
用

条
件
の
見
直
し

　

8
月
か
ら
、
介
護
保
険
施
設
に

入
所
中
の
人
な
ど
を
対
象
と
し
た

居
住
費
、
食
費
の
自
己
負
担
額
の

軽
減
制
度
に
つ
い
て
、
利
用
者
負

担
段
階
が
細
分
化
さ
れ
、
適
用
要

件
の
預
貯
金
等
の
額
が
変
更
と
な

り
ま
す
。
併
せ
て
、
食
費
の
自
己

負
担
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
が

　

 

一
部
見
直
さ
れ
ま
し
た

□
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

7
月
31
日
㈯
で
認
定
証
の
有
効

期
間
が
切
れ
る
た
め
、
新
た
に
申

請
が
必
要
で
す
。

　

7
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し

　

介
護
保
険
を
利
用
し
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
費
用

は
、
利
用
者
本
人
が
1
割
か

ら
3
割
を
負
担
し
、
残
り
の

う
ち
50
％
を
被
保
険
者
の
保

険
料
で
、
残
り
の
50
％
を
国
、

県
、
市
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
保
険
料
で
は
、

65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険

者
が
23
％
、
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
第
2
号
被
保
険
者
が

27
％
を
負
担
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
財
源

ま
す
の
で
、
7
月
30
日
㈮
ま
で
に

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
（
あ

い
ぱ
ー
く
光
）に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

▪

✿

✿

▪

▪
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市営住宅の入居者を募集します

問建築住宅課住宅係　☎0833-72-1566

□
入
居
資
格

①
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
人

②
同
居
の
親
族
が
あ
る
人
（
単
身

世
帯
向
け
住
宅
へ
の
申
し
込
み
は

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）

③
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基

準
に
該
当
す
る
人

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

⑤
入
居
者
及
び
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
2
条
第
6
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
で
な
い
人

⑥
当
選
の
連
絡
を
受
け
て
か
ら
、

30
日
以
内
に
入
居
手
続
き
を
済
ま

せ
て
入
居
で
き
る
人

※
市
外
在
住
の
人
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

□
申
込
方
法　

 

建
築
住
宅
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間　

  

5
月
25
日
㈫
～
6
月
7
日
㈪　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

□
抽
選
日
時
／
場
所　

  

6
月
16
日
㈬　

10
時
／
市
役
所

▪一般世帯向け住宅　※単身での申し込み不可

※優先枠は、高齢者世帯などを対象に、一般世帯より優先して抽選できる住宅です。

▪単身世帯向け住宅
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国民健康保険税の変更について
令和3年度からの

　この度の税制改正による控除額の見直しに伴い、国民健康保険税

の所得割額の計算および軽減判定基準が変更となりました。

□所得割額の計算の変更 

　基礎控除額の引き上げなどに伴い、所得割額の計算が変更となりました。 

※ 1所得に応じて賦課します。課税する年度の前年分総所得金額等から基礎控除額を除いた額に、所得割の

　　税率をかけて算出します。

※ 2前年分合計所得金額が 2,400 万円を超える人は控除額が逓減します。

□軽減判定基準の変更

　基礎控除額の引き上げなどに伴い、軽減判定基準が変更となりました。

※ 3世帯主と被保険者および旧国保被保険者の総所得金額等の合計額が基準以下の場合に軽減されます。

※ 4 世帯主と被保険者および旧国保被保険者のうち、給与所得を有する者（給与等の収入金額が 55 万円　

　　を超える者）の数と公的年金等に係る所得を有する者（給与所得を有する者を除き、公的年金等の収

　　入金額が 65 歳未満の者にあっては 60 万円を、65 歳以上の者にあっては 125 万円を超える者）の数　

　　の合計数が 2以上の場合

■変更の内容

問市民課国民健康保険係　☎0833-72-1426
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「市民生活・地域経済応援商品券」
　　　　　　　　　　の取扱店を募集します

□
商
品
券
の
内
容

▪
名
称　

「
市
民
生
活
・
地
域

経
済
応
援
商
品
券
」

▪
額
面　

1
枚
１
０
０
０
円

※
市
民
一
人
に
つ
き
5
枚
1
セ

ッ
ト
（
全
店
共
通
券
2
枚
・
小

規
模
店
舗
専
用
券
3
枚
）

▪
発
行
総
額　

　

約
２
億
５
２
５
０
万
円

▪
使
用
期
間　

9
月
1
日
㈬
～

12
月
31
日
㈮
ま
で

※
商
品
券
は
8
月
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
。
商
品
券
の
使
用
方

法
に
つ
い
て
は
広
報
8
月
号

（
7
月
25
日
発
行
）
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

□
取
扱
店

▪
参
加
資
格　

市
内
で
営
業
を

行
う
店
舗
・
事
業
所
（
登
録
制
・

業
種
不
問
）
で
、
コ
ロ
ナ
対
策

推
進
宣
言
事
業
所
の
認
定
を
受

け
て
い
る
こ
と
（
宣
言
事
業
所

の
申
し
込
み
も
同
時
に
受
け
付

け
ま
す
)
。

□
登
録
方
法　

光
商
工
会
議
所

備
え
付
け
の
参
加
店
登
録
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

光
商
工
会
議
所
に
持
参
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送
の
い
ず
れ
か
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▪
登
録
申
込
期
間　

5
月
27
日

㈭
～
6
月
28
日
㈪

※
締
切
後
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
が
、
対
象
者
に
郵
送
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
店
名
が
掲
載
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
市

（
左
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●取扱店募集に関すること　

光商工会議所

〒 743-0063　

　光市島田四丁目 14-15　

☎ 0833-71-0650　℻ 0833-71-1782

●商品券発行に関すること　

市商工観光課　☎ 0833-72-1464

申し込み・問合せ

　

市
民
生
活
の
下
支
え
や
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
市

内
の
店
舗
な
ど
で
使
用
で
き
る

一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
の
商

品
券
を
発
行
し
、
市
民
全
員
に

配
付
し
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券
を
お
取
り
扱
い

い
た
だ
け
る
市
内
の
小
売
店
・

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
所
を
募
集
し
ま
す
。

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）
                                  を支給します

子ども家庭課子育て支援係

（あいぱーく光）

〒 743-0011　

　光市光井二丁目 2番 1号

☎ 0833-74-3009

提出先・問合せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
の
長
期
化
で
、
失
業

や
収
入
減
少
、
子
育
て
の
負
担

増
加
な
ど
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
ひ
と
り
親
世
帯
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
（
所
得

（
収
入
）
制
限
あ
り
）。

□
給
付
対
象
者

▪
公
的
年
金
受
給
者

　

公
的
年
金
給
付
な
ど
を
受
け

て
い
る
こ
と
で
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
人
（
児

童
扶
養
手
当
に
係
る
支
給
制
限

限
度
額
を
下
回
る
人
に
限
り
ま

す
。
）

▪
家
計
急
変
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
家
計
が
急
変
す

る
な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ

水
準
と
な
っ
て
い
る
人

※
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
給

付
済
で
す
。

□
児
童
扶
養
手
当
の
収
入
目
安

□
給
付
額

　

児
童
一
人
当
た
り
一
律
5
万

円□
手
続
き　

　

申
請
書
類
を
子
ど
も
家
庭
課

に
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市

（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参

照
）
で
申
請
方
法
お
よ
び
必
要

書
類
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
窓
口
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
支
給
日

　

申
請
月
の
翌
月
末
日

□
申
請
期
限

　

令
和
4
年
2
月
28
日
㈪▲市

▲市
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「水道管内リフレッシュ大作戦」を実施します
問水道局工務課　☎0833-71-0719

水道管の洗管作業を行います

　

水
道
局
で
は
、
き
れ
い
な
水

を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
水
道

管
の
洗
管
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

□
内
容

　

対
象
地
域
の
消
火
栓
を
一
斉

に
放
水
し
、
水
道
管
内
の
付
着

物
を
洗
い
流
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
6
月
24
日
㈭
22

時
以
降
、
左
図
の
対
象
地
域
で

濁
り
水
が
発
生
し
た
り
水
が
出

に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▪
飲
料
水
な
ど
は
事
前
に
確           

　

保
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
濁
水
時
に
温
水
器
を
使
用

　

す
る
と
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が

　

目
詰
ま
り
す
る
可
能
性
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
を

　

控
え
て
く
だ
さ
い
。

▪
濁
水
時
の
洗
濯
や
入
浴
は

　

避
け
て
く
だ
さ
い
。

▪
水
道
を
使
用
す
る
際
は
フ

　

ィ
ル
タ
ー
や
温
水
器
を
経

　

由
し
な
い
蛇
口
で
放
水
し
、

　

異
常
が
な
い
か
確
か
め
て

　

か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

✿
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

□実施日時

　6 月 24 日㈭ 22 時～ 25 日㈮ 5時

□対象地域

　光井・室積地区

洗管作業実施概要

□
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

　

耐
震
基
準
に
満
た
な
い
木
造

住
宅
の
改
修
を
支
援
し
ま
す
。

▪
要
件　

次
の
す
べ
て
を
満
た

し
て
い
る
こ
と　

▪
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
要
件

に
該
当
す
る
住
宅

▪
耐
震
診
断
結
果
の
評
点
が
1.0

未
満
の
建
物
を
1.0
以
上
に
す
る

工
事

▪
募
集
戸
数　

先
着
3
戸

▪
補
助
限
度
額　

１
０
０
万
円

※
市
内
業
者
で
改
修
を
す
る
場

合
は
１
１
０
万
円

※
耐
震
改
修
工
事
費
の
80
％
が

上
限
で
す
。

□
共
通
事
項

▪
申
込
期
間

　

6
月
1
日
㈫
～
11
月
12
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

▪
注
意
事
項

　

要
件
な
ど
に
つ
い
て
市

で

確
認
の
上
、

事
前
に
建
築

住
宅
課
に
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

木造住宅の無料耐震診断と耐震改修の補助について
～あなたのお住まい、耐震性は大丈夫？～

□
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　
診
断
員
を
派
遣
し
、
無
料
で

耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

▪
要
件　

次
の
す
べ
て
を
満
た

し
て
い
る
こ
と

▪
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
市
内
の
一
戸
建
て

住
宅
（
3
階
以
下
）

▪
在
来
軸
組
工
法
、
枠
組
壁
工

法
、
伝
統
工
法
の
い
ず
れ
か
で

建
築
さ
れ
て
い
る
こ
と

▪
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合

は
、
居
住
部
分
の
床
面
積
が
延

べ
床
面
積
の
2
分
の
1
以
上
を

占
め
る
こ
と

※
昭
和
56
年
6
月
1
日
以
降
に

増
築
し
て
い
る
住
宅
は
、
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▪
募
集
戸
数　

先
着
21
戸

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
、
無
料
耐
震
診
断
の
実
施
と

耐
震
改
修
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市

（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問建築住宅課建築係　☎　0833-72-1549

▲市

あいぱーく光

市役所

室積コミュニティセンター

洗管対象地区

●

●

●
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□
補
償
内
容

1
賠
償
事
故
の
補
償

2
傷
害
事
故
の
補
償

市民活動中のけがや事故を補償します
問地域づくり推進課　☎0833-72-8880

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
「
市
民
活
動

補
償
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
活
動

　

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
市

民
活
動
団
体
（
お
お
む
ね
5
人

以
上
）
が
自
主
的
に
行
う
公
共

性
が
あ
る
活
動

※
職
場
や
学
校
の
行
事
、
危
険

度
が
高
い
活
動
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

□
制
度
の
利
用
方
法

　

事
前
登
録
は
不
要
で
す
が
、

事
故
発
生
後
、
速
や
か
に
活
動

の
責
任
者
を
通
じ
て
地
域
づ
く

り
推
進
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

事
故
か
ら
20
日
以
内
に
、
事

故
発
生
報
告
書
や
団
体
の
活
動

計
画
、
参
加
者
名
簿
な
ど
「
そ

の
事
故
が
対
象
と
な
る
活
動
中

の
事
故
で
あ
っ
た
こ
と
が
客
観

的
に
確
認
で
き
る
資
料
」
な
ど

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□
注
意
事
項

　

対
象
と
な
る
活
動
中
で
も
、

故
意
に
よ
る
場
合
、
交
通
事

故
、
け
ん
か
、
む
ち
打
ち
な
ど

他
覚
症
状
が
な
い
も
の
、
災
害

活
動
や
日
射
病
、
熱
中
症
、
懇

親
の
み
を
目
的
と
す
る
場
合
な

ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

「光市協働事業提案制度」の事業提案を募集します

　

「
光
市
を
も
っ
と
良
く
し
た

い
」「
こ
の
課
題
を
解
決
し
た
い
」

な
ど
、
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る

課
題
に
つ
い
て
、
解
決
に
向
け

た
事
業
を
提
案
し
、
行
政
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
提
案
で
き
る
人
（
団
体
）

　

市
内
に
事
務
所
や
活
動
拠
点

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
1
年
以

上
継
続
し
て
活
動
し
て
い
る
団

体
（
団
体
の
定
款
や
規
約
、
会

則
な
ど
の
定
め
が
あ
り
、
構
成

員
が
5
人
以
上
で
あ
る
こ
と
）

□
募
集
す
る
提
案

　

令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
令

和
5
年
3
月
31
日
ま
で
に
実
施

す
る
事
業
で
、
市
と
協
働
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
公
共

的
課
題
の
効
果
的
・
効
率
的
な

解
決
が
見
込
め
る
提
案

□
事
業
例

・
環
境
保
全
や
自
然
保
護
な
ど
に

関
す
る
啓
発
事
業

・
子
育
て
支
援
や
子
ど
も
の
健

全
育
成
に
関
す
る
事
業

・
高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
参

加
に
つ
な
が
る
事
業
な
ど

□
応
募
期
限

　

6
月
30
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

※
詳
し
く
は
、
市

（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参
照
）
を
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
に

　
　
　

実
施
し
た
協
働
事
業

　
●
「
室
積
地
区
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
ア
リ
駆
除
作
戦
」

　

特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア

リ
に
対
し
て
、
効
果
的
か
つ

地
域
一
体
と
な
っ
た
防
除
を

実
施
す
る
こ
と
で
撲
滅
を
目

指
す
。

●
「
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
」
運
営

　

子
ど
も
が
不
登
校
に
な
っ

た
経
験
の
あ
る
保
護
者
と
、

不
登
校
や
不
登
校
傾
向
に
あ

る
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
が

交
流
す
る
（
ほ
っ
と
一
息
で

き
る
）
場
を
作
り
、
悩
み
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
保
護
者

の
心
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

地域づくり推進課

〒 743-0063

　光市島田四丁目 14-3

☎ 0833-72-8880

申し込み・問合せ

◀市
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市
で
は
、
子
ど
も
が
“
遊

び
”
を
通
し
て
自
然
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
で
、
豊
か
な
感
性
や
自

然
を
敬
愛
す
る
心
を
育
む
と
と

も
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
継

承
す
る
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
自
然
体

験
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

隊
員
に
な
っ
て
自
然
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

★
隊
員
に
は
、
特
製
の
帽
子
・

缶
バ
ッ
ジ
を
進
呈
し
ま
す
。

□
対
象
者
お
よ
び
人
数

　

市
内
小
学
校
に
通
学
す
る
1

～
３
年
生
の
児
童
25
人

□
応
募
方
法　

　

6
月
25
日
㈮
ま
で
に
、

　

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）　

　

②
性
別

　

③
住
所

　

④
電
話
番
号

　

⑤
小
学
校
名

　

⑥
学
年

　

を
電
話
や
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
下
記
申

し
込
み
フ
ォ
ー

ム
の
い
ず
れ
か

で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

申し込み・問合せ

環境政策課環境政策係

☎ 0833-72-1465

℻ 0833-72-5943

kankyouseisaku@city.hikari.

lg.jp

～みんな集まれ！野あそび隊～
隊員を募集します

▲申し込み
フォーム

□寄附金額と活用内容（合計　1,674 件　3,225 万 7,000 円）

「ふるさと光応援寄附金」（ふるさと納税）お礼とご報告

心温まる応援、ありがとうございました

　

令
和
2
年
度
は
、
１
６
７
４

件
も
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
有
効
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
本
市
の
魅
力

を
高
め
る
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問広報・シティプロモーション推進室　☎0833-72-1409

✿
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら
、

光
市
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
美
し
い
自
然
、

住
み
よ
い
生
活
環
境
、
地
域

の
活
力
が
維
持
さ
れ
る
よ
う

応
援
し
ま
す
。

✿
今
は
ま
だ
大
変
な
世
の
中

で
す
が
、
光
が
見
え
る
の
も

も
う
す
ぐ
で
す
。
お
互
い
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

✿
主
人
の
田
舎
が
山
口
県
で

す
。
室
積
海
岸
の
松
林
が
大

好
き
で
す
。
あ
の
き
れ
い
な

風
景
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

✿
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
が

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

役
立
て
て
下
さ
い
！

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
部
を

　
　

   

ご
紹
介
し
ま
す

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、内容を変更することがあります。
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問財政課財政係　☎0833-72-1412

市の財政状況をお知らせします

毎年２回お知らせします

□特別会計の状況

□市有財産の状況

一般会計予算額　269 億 5,888 万円

※各項目についての計数は、単位表示未満を四捨五入しているため、内訳と合計が一致しない場合があります。

□市債（借入金）の状況

　令和 3 年 3 月末日現在の令和 2 年度一般会計、特別会計の歳入歳出予算執行状況のほか、市債（借入金）、

市有財産の状況についてお知らせします。

　令和 2 年度一般会計の当初予算額は 202 億 5,000 万円でしたが、13 回の予算の補正を経て最終予算額

は 269 億 5,888 万円となりました。この予算額に対して、収入済額は 254 億 3,340 万円で収入率は 94.3

％、支出済額は 235 億 6,786 万円で支出率は 87.4％となっています。執行状況の内訳は下表のとおりです。

また、特別会計の執行状況、市債（借入金）および市有財産の状況は各表のとおりです。

　なお、令和 2 年度の決算額は、出納整理期間後の令和 3 年 5 月末に確定します。

歳入の状況歳入の状況 歳出の状況歳出の状況

　　　　　

   

▪ ▪ ▪

▪
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広報・シティプロモーション推進室が取材した

行事などは、右記リンク先でも紹介しています。

◀ふぉと de ひかり QR コード

まちの話題　HIKARI CITY TOPICS 市長「わ」日記

市インスタグラム QR コード▶

　光商工会議所青年部から、絵本「おかねって

なぁに？」35冊が寄贈されました。　

　この絵本は、2024 年の 1万円札の肖像となる

渋沢栄一が、東京商工会議所初代会頭を務めた

由縁から、日本商工会議所青年部が、企画・制

作したもので、全国の自治体に贈られました。

絵本は図書館で借りることができます。

絵本の寄贈
4月 28 日㈬　市役所

▲光井中学校　３年 A組

4 月 15 日㈭　光地区消防組合消防本部

視閲式及び車両配備式

次の方が、春の叙勲を受章されました。おめでとうございます。

旭日単光章

秋
あ き え だ

枝　正
ま さ ふ み

文

山口県ソフトテニス連盟
副会長

さん

梅
う め や ま

山　芳
よ し ま さ

雅

瑞宝双光章

元日本郵政公社職員
（特定郵便局長）

上島田(70)さん

近
こ ん ど う

藤　龍
りゅういち

一 室積(79）

旭日双光章

元㈳光市医師会会長

さん 岩狩(74）

※受章者のご希望
により、顔写真の
掲載を差し控えさ
せていただきます

　新年度を迎え、消防業務遂行の決意を新たに

するために、視閲式が行われました。また、新

たに配備された化学消防車の配備式も併せて行

われました。

　化学消防車は、泡放水での消火が可能なため、

水での消火が困難な危険物（油）火災などにも

対応可能な消防車です。
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【
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
】

　

子
ど
も
の
養
育
状
況
や
所
得
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
現
在
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当
す

る
人
に
は
6
月
初
旬
頃
に
提
出
書

類
を
送
付
し
ま
す
。

※
電
子
申
請
も
可
能
で
す
が
、
申

請
に
は
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
が
搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
市

（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
間　

6
月
1
日
㈫
～
30

日
㈬

提
出
先
・
問
子
ど
も
家
庭
課
子

育
て
支
援
係
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
９

　
産
後
ケ
ア
事
業
を

　
　
　
　
　

拡
充
し
ま
し
た

　

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
心
身
と
も

に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
産
後
の

一
定
期
間
、
母
子
に
対
し
て
心
身

光市役所代表番号　☎ 0833-72-1400
※平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分の間は、各担当
　直通の電話番号をご利用ください。

https://www.city.hikari.lg.jp/

HIKARI CITY INFORMATIONHIKARI CITY INFORMATION

情報ひろば（4月末現在）

人口数 50,201（-34）
男性数 24,014（-11）
女性数 26,187（-23）
世帯数 23,525 （  55）
※（　）内は

　前月からの増減

人のうごき

　新型コロナウイルスの感染症の拡大状況により、掲載しているイベントなどが変更や中止、または延期となることがあ

ります。詳しくは、各問い合わせ先に確認してください。

　
児
童
手
当
の
振
り
込
み

　

2
月
分
か
ら
5
月
分
ま
で
の
児

童
手
当
を
、
6
月
11
日
㈮
に
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
出
生
や
転
出
な
ど
世
帯
状
況
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
15
日
以

内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

振
込
先
の
通
帳
へ
の

　
　
　
　
　

印
字
に
つ
い
て

　

市
が
口
座
に
支
払
い
を
行
う

際
、
担
当
課
名
を
印
字
し
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
3
年
4
月
20
日
支

払
分
か
ら
「
ヒ
カ
リ
シ
カ
イ
ケ
イ ▲市

の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
支
援
体
制
を
確
保
し
、
産

婦
の
心
身
の
不
調
や
産
後
う
つ
な

ど
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
本
事
業
の
対
象

と
利
用
日
数
を
次
の
と
お
り
拡
充

し
ま
し
た
。

●
対
象
者　

産
婦
お
よ
び
乳
児

（
出
産
後
1
年
を
経
過
し
な
い
女

子
、
乳
児
）

●
利
用
日
数　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

型
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
、
状
況
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
原
則
7
日
間
以
内

の
利
用
が
可
能

問
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
７

カ
ン
リ
シ
ヤ
」（
光
市
会
計
管
理

者
）
と
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
払
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
計

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
会
計
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
５
９
４

　
各
種
が
ん
検
診
な
ど
を

            

実
施
し
ま
す

　

が
ん
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

第
1
位
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
、
胃
が
ん
・
子
宮
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
は
2
年
に
1
回
、

そ
の
ほ
か
の
が
ん
検
診
は
1
年
に

1
回
、定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
に
は
今
月
末
日
ま
で
に
受

診
券
な
ど
が
届
き
ま
す
の
で
、
本

号
と
同
時
配
布
の
「
光
市
け
ん
し

ん
ガ
イ
ド
」
を
お
読
み
の
上
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
、「
は
じ
め
て
検
診
応

援
事
業
」
と
し
て
、
が
ん
検
診
な

ど
の
自
己
負
担
額
が
無
料
に
な
る

対
象
者
を
拡
充
し
ま
す
。

【「
光
市
が
ん
検
診
す
す
め
隊
」

登
録
事
業
所
な
ど
を
募
集
中
】

　

が
ん
検
診
受
診
を
推
進
し
、
が

ん
予
防
・
が
ん
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
啓
発
に
行
政
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
店
舗
・

施
設
・
事
業
所
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

〇
活
動
内
容　

①
が
ん
検
診
受
診

勧
奨
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
な
ど

市
民
へ
の
が
ん
検
診
受
診
啓
発　

②
事
業
所
な
ど
で
の
が
ん
検
診
受

診
促
進　

③
「
光
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
」
協
力
店
舗
と
し
て
割
引
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供　
　
　
　

※
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
事
業
所
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

市

（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
７ ▲市
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6
月
の
納
期

　

次
の
税
、
保
険
料
の
納
期

限
は
6
月
30
日
㈬
で
す
。

◎
市
県
民
税　
　
　
　

1
期

◎
国
民
健
康
保
険
税　

1
期

問
収
納
対
策
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
４
７

◎
介
護
保
険
料　
　
　

1
期

問
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
３

　
後
期
高
齢
者

　
　
　
　

お
口
の
健
康
診
断

　

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
、

お
口
の
健
康
診
断
を
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
受
診
期
間　

6
月
1
日
㈫
～
令

和
4
年
1
月
31
日
㈪

●
対
象　

①
前
年
度
に
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
た
人

②
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て

い
る
人
で
、
こ
れ
ま
で
に
お
口
の

健
康
診
断
を
受
け
た
こ
と
が
な

く
、
受
診
を
希
望
す
る
人
（
県
内

で
先
着
１
０
０
０
人
）

※
対
象
者
に
は
5
月
末
ま
で
に

「
お
口
の
健
康
診
断
受
診
券
」
を

郵
送
し
ま
す
。
②
の
人
は
、
6
月

1
日
㈫
以
降
に
窓
口
で
受
診
券
の

交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

※
実
施
歯
科
医
療
機
関
は
受
診
券

に
同
封
し
ま
す
。

●
内
容　

口
腔
状
態
（
虫
歯
や
歯

周
病
の
有
無
な
ど
）
、
噛
む
力
、

舌
の
動
き
、
飲
み
込
む
む
力
の
確

認
な
ど

●
持
参
物　

お
口
の
健
康
診
断
受

診
券
・
質
問
票（
受
診
券
に
同
封
）、

保
険
証

問
市
民
課
年
金
・
高
齢
者
医
療
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
２
８

　
保
険
証
に
点
字
シ
ー
ル
が

　

必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
を

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
お
持
ち
の
人
で
、

点
字
シ
ー
ル
の
貼
付
を
新
た
に
希

望
す
る
人
は
、
6
月
11
日
㈮
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

希
望
者
に
は
保
険
証
を
更
新
す

る
際
、
封
筒
と
保
険
証
に
点
字
シ

ー
ル
を
貼
付
し
て
お
送
り
し
ま

す
。

●
点
字
の
打
刻
内
容

問
市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
２
６

問
市
民
課
年
金
・
高
齢
者
医
療
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
２
８

　
ク
サ
フ
グ
の
産
卵
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
止

　

県
指
定
天
然
記
念
物
「
光
の
ク

サ
フ
グ
産
卵
地
」
に
お
け
る
令
和

3
年
度
の
産
卵
見
学
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

　

産
卵
結
果

は
、
市

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
参
照
）
に
掲
載
し
ま
す
。

問
文
化
・
社
会
教
育
課
文
化
振

興
係
（
教
育
委
員
会
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
６
０
７ ▲市

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
に

　
　
　

  

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

特
定
外
来
生
物
「
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
ア
リ
」
は
市
内
で
は
平
成
21
年

に
発
見
さ
れ
、
現
在
も
一
部
地
域

に
生
息
し
て
お
り
、
防
除
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア

リ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
特
徴
】

■
体
長
約
2.5
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
程
度

■
全
身
が
茶
色
っ

ぽ
く
、
体
形
は
比

較
的
細
身

■
動
き
が
非
常
に

敏
速
で
数
が
多
い

時
は
列
が
帯
状

【
生
息
場
所
】

■
地
面
に
置
か
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ブ
ロ
ッ
ク
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
ひ
び
割
れ
の
中

■
石
、
レ
ン
ガ
、
木
、
枯
葉
の
下

■
壁
の
隙
間
、
玄
関
用
マ
ッ
ト
の

下
な
ど

問
環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
６
６ ▲アルゼンチンアリ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
の

　
　

特
定
健
診
の
お
知
ら
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
に
加
入
す
る
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
被
扶
養
者
は
特
定
健
診

を
受
診
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
受
診
券
が
4
月

中
旬
に
ご
自
宅
あ
て
に
送
ら
れ
て

い
ま
す
。
健
診
実
施
機
関
へ
予
約

の
上
、
受
診
券
と
健
康
保
険
証
を

持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
山
口

支
部

（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
参
照
）
を

ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

問
全
国
健
康
保
険
協
会
山
口
支

部
保
健
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
３
‐
９
７
４
‐
１
５
０
１

▲協会けんぽ
　山口支部
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▲詳細（市 ・
申込フォーム )

   

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費 

  

助
成
制
度
の
申
請
（
更
新
）

　

次
の
対
象
者
の
医
療
費
（
健
康

保
険
適
用
分
の
み
）
の
自
己
負
担

分
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
1
～

3
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
1
級
、
障
害
年
金
1

級
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
に
該

当
す
る
人
（
所
得
制
限
あ
り
）

●
提
出
物　

健
康
保
険
証
、
該
当

す
る
手
帳
・
証
書
な
ど

※
本
年
1
月
1
日
現
在
、
市
外
に

住
所
が
あ
っ
た
人
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
示
ま
た
は
令
和
3
年
度

所
得
・
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

●
手
続
き
場
所　

福
祉
総
務
課
障

害
福
祉
係
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

●
手
続
き
不
要
の
対
象

〇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は

県
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
人

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3
級

ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
の
い
ず
れ
か

を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

●
受
付
期
間　

6
月
16
日
㈬
～
30

日
㈬
（
郵
送
可
）

問
福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
係

（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
１

直木賞作家の角田光代さん参加のオンライン・ビブリオトークなど
「まちぐるみ Wedding」の全国表彰記念イベントを開催

　市と市民団体「光市おせっかいプロジェクトチーム」が連携して、まちの魅力を発信するために開

催している「まちぐるみＷｅｄｄｉｎｇ」が、本年 3 月に『第 25 回ふるさとイベント大賞』で、全

国 125 件の取り組みの中から「ふるさとキラリ賞」を受賞しました（下記ＱＲコード参照）。

　事業にご参画・ご協力いただいた皆さんに広くお知らせするため、記念イベントを開催します。

●内容　「まちぐるみＷｅｄｄｉｎ瓦」の画像や市内の小

　　　　学生に制作いただいたガーランド (旗 )、受賞記

　　　　念盾の展示、動画の放映など

●オンライン・ビブリオトーク「私のイチオシ角田光代作品」

 ～参加者がオンラインで本の内容を紹介 (5 分以内 )し、ほかの参加者が質問するコミュニケーションゲーム～

▲表彰式（オンラ
　イン）の様子

▲第 25 回ふるさと
イベント大賞 (地域
活性化センター )

●開催期間・場所　6月 1日㈫～ 19 日㈯　図書館本館

問図書館　☎0833-72-1440 ▲角田光代さん

【角田光代さんの著書の特集、オンライン・ビブリオトークの開催】

　「第 25 回ふるさとイベント大賞」の選考委員で、直木賞作家の角田光代さんの著書や受賞

によりお寄せいただいたお祝いメッセージを展示するとともに、角田さんの著書をテーマと

したオンライン読書会を開催します。

・日　　時　6 月 19 日㈯　13 時 30 分～ 14 時 30 分

・募集人数　参加する市民 6人と見学者 10 人（いずれも先着）

・申込方法　5月26日㈬9時以降に電話または申し込みフォーム

　　　　　　(右記ＱＲコード参照)からお申し込みください。

・備　　考　終了後、角田さんに画面上からご参加いただき、

　　　　　 参加者全員で記念撮影を行います。

問広報・シティプロモーション推進室　☎0833-72-1409

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

　

16
歳
か
ら
64
歳
の
市
民
へ
の
接
種

案
内
を
6
月
中
旬
に
発
送
予
定
で

す
。
内
容
を
確

認
の
上
、
市

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
参
照
）
ま
た

は
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
高
齢
者
の
優
先
接
種
の

第
7
ク
ー
ル
の
予
約
（
6
月
21
日

㈪
～
29
日
㈫
接
種
分
）
を
5
月
18

日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
の
で
、

接
種
希
望
の
人
で
、
予
約
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
ご
予
約
く
だ
さ

い
。問

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
０
５
６
７ ▲予約サイト



2121

████ 情報ひろば████ 情報ひろば

　

昼
間
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
夜

間
で
も
水
道
料
金
の
納
付
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
限
ま
で
に
お
支

払
い
い
た
だ
け
な
い
と
き
は
、

給
水
を
停
止
し
ま
す
。

●
開
設
日　

6
月
29
日
㈫

●
時
間
　
21
時
ま
で

●
場
所　

水
道
局
業
務
課

☎
０
８
３
３
‐
７
１
‐
０
７
０
０

●
開
設
日　

6
月
11
日
㈮
、
21

日
㈪
、
30
日
㈬

●
時
間　

20
時
ま
で

●
場
所　

市
役
所
収
納
対
策
課

●
取
扱
業
務　

市
税
等
の
収
納

お
よ
び
納
付
相
談

　

郵
便
局
で
市
税
等
を
納
付
す

る
場
合
の
郵
便
振
替
用
紙
は
、

収
納
係
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
収
納
対
策
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
４
７

　

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

●
日
時　

6
月
2
日
㈬　

9
時
～

12
時
（
一
人
18
分
程
度
）

●
会
場　

あ
い
ぱ
ー
く
光
第
2
・

　

就
学
相
談
会

　

就
学
相
談
員
に
よ
る
就
学
相
談

　

こ
と
ば
の
教
室
幼
児
部

　

子
ど
も
の
言
葉
や
人
と
の
か
か

わ
り
方
に
心
配
や
不
安
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　

受
け
付
け
後
に
決
定

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

の
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
通
う
3
歳

か
ら
小
学
校
入
学
ま
で
の
子
ど
も

●
受
付
時
間　

月
～
金
曜
日　

8

時
30
分
～
16
時
30
分
（
祝
日
を
除

く
。
）

問
光
井
小
学
校
こ
と
ば
の
教
室

幼
児
部　

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
３
２
８
６

　
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　
　
　
　
　
　
　

（
要
予
約
）

●
日
時　

7
月
8
日
㈭　

9
時
～

12
時
（
一
人
30
分
程
度
）

●
場
所　

市
役
所　

3
階
会
議
室

●
定
員　

先
着
6
人

●
相
談
内
容　

多
重
債
務
（
サ
ラ

金
、ク
レ
ジ
ッ
ト
）、不
動
産
登
記
、

訴
訟
手
続
、
成
年
後
見
な
ど

※
多
重
債
務
は
、
事
前
記
入
事
項

が
あ
り
ま
す
。
予
約
時
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

7
月
1
日
㈭
8
時

30
分
以
降
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
。
）。

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
５
２

3
会
議
室

●
定
員　

20
人
（
要
予
約
）

●
申
込
方
法　

5
月
26
日
㈬
8
時

30
分
以
降
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
。
）。

問
光
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
２
０

　

就
職
相
談
会

　

就
労
に
関
す
る
問
題
や
対
人
関

係
の
悩
み
な
ど
、
働
く
こ
と
へ
の

不
安
を
持
つ
人
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

●
日
時　

6
月
12
日
㈯　

13
時

～
、
14
時
～
、
15
時
～
、
16
時
～

●
場
所　

あ
い
ぱ
ー
く
光

●
対
象　

市
内
在
住
の
15
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
求
職
者
お
よ
び
そ
の

保
護
者

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

　

6
月
1
日
㈫
か
ら
7
日
㈪
ま
で

は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
エ
イ
ズ
に
関
す
る
関

心
を
喚
起
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
浸

透
・
普
及
を
図
る
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

普
及
週
間
で
す
。
こ
の
期
間
に
、

次
の
検
査
を
無
料
で
実
施
し
ま

す
。

●
日
時　

6
月
1
日
㈫　

13
時
15

分
～
18
時
（
要
予
約
）

●
予
約
締
切　

5
月
31
日
㈪

●
場
所　

県
周
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
検
査
内
容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
迅
速

検
査
（
問
診
、
採
血
）、
梅
毒
血
清

反
応
検
査
（
希
望
者
の
み
）

問
県
周
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課
精
神
・
難
病
班

☎
０
８
３
4
‐
３
３
‐
６
４
２
３

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
就
学
や
育
ち
に
不
安
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　

毎
月
第
3
水
曜
日　

9
時
～
17
時

※
時
間
は
受
け
付
け
後
に
決
定

●
場
所　

光
井
小
学
校
こ
と
ば
の

教
室
幼
児
部

●
対
象　

幼
児
、
小
・
中
学
生
の

保
護
者

●
受
付
時
間　

月
～
金
曜
日　

8

時
30
分
～
17
時
15
分
（
祝
日
を
除

く
。
）

問
学
校
教
育
課
（
教
育
委
員
会
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
６
０
２

●
相
談
員　

臨
床
心
理
士
（
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
）

●
相
談
料　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
要
予
約
）

問
し
ゅ
う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
３
４
‐
２
７
‐
６
２
７
０
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商
品
量
目
監
視
員
の
募
集

●
対
象　

一
般
消
費
者

●
業
務
内
容　

自
家
消
費
の
た
め

に
購
入
し
た
食
料
品
な
ど
で
、
内

容
量
が
不
足
し
て
い
る
も
の
を
１

か
月
に
１
回
、
所
定
の
報
告
書
で

山
口
県
計
量
検
定
所
に
報
告

●
募
集
人
数　

先
着
１
人

●
任
期　

8
月
１
日
㈰
～
令
和
4

年
１
月
31
日
㈪

●
報
奨
金　

２
２
０
０
円
／
月

●
申
込
方
法　

6
月
1
日
㈫
～
7

日
㈪
ま
で
の
間
に
電
話
で
お
申
し

　

男
性
料
理
教
室

●
日
時　

7
月
6
日
㈫　

9
時
30

　
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

●
日
時　

6
月
12
日
㈯
～
12
月
18

日
㈯　

10
時
～
17
時
（
全
25
回
）

●
場
所　

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
な
ど

●
対
象　

県
内
在
住
者
で
要
約
筆

記
に
よ
る
聴
覚
障
害
者
な
ど
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
習

得
に
熱
意
が
あ
る
人

●
募
集
人
数　

20
人
程
度

●
受
講
料　

３
６
７
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

●
持
参
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
8
以
上
）、
Ｌ

Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル

●
申
込
方
法　

福
祉
総
務
課
（
あ

い
ぱ
ー
く
光
）
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、
郵
送

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

5
月
31
日
㈪
（
必
着
）

問
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
（
〒
７
４
７
‐
１
２
２
１　

山

口
市
鋳
銭
司
南
原
２
３
６
４
‐
１
）

☎
０
８
３
‐
９
８
５
‐
０
６
１
１

℻
０
８
３
‐
９
８
５
‐
０
６
１
３

　
な
か
よ
し
広
場

【
英
語
を
楽
し
も
う
!
】

　

絵
本
を
ヒ
ン
ト
に
英
語
を
使
っ

て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

6
月
14
日
㈪　

10
時
30

分
～
11
時
30
分

●
場
所　

あ
い
ぱ
ー
く
光

●
講
師　

河
村
淳
子
さ
ん
（
ｍ
ａ

ｍ
ａ
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
）

分
～
13
時

●
場
所　

浅
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
の
男
性

●
内
容　

調
理
実
習
「
夏
バ
テ
予

防
に
つ
い
て
」

●
募
集
人
数　

20
人

●
持
参
物　

米
0.5
合
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
込
期
限　

6
月
30
日
㈬

問
浅
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
３
８

　
光
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

参
加
団
体
募
集

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
参
加
団
体
に
は
花
壇
面
積
に

応
じ
て
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

問
都
市
政
策
課
公
園
緑
地
係　

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
５
８
２

●
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
20
組

●
申
込
方
法　

5
月
31
日
㈪
9
時

30
分
以
降
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ

い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
３
０

　
休
日
に
税
金
の
納
付
や

納
付
相
談
が
で
き
ま
す

●
日
時　

6
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

9
時
～
16
時

●
場
所　

市
役
所
収
納
対
策
課

●
内
容

○
税
金
（
市
県
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
）
の
納
付

○
税
金
の
納
付
相
談

問
収
納
対
策
課
収
納
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
４
７

　
理
系
大
学
院
生
・
薬
学
部

　
　

生
の
奨
学
金
返
還
支
援

　

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る

理
系
大
学
院
生
・
薬
学
部
生
が
、
大

学
院
修
士
課
程
修
了
、大
学
卒
業
後
、

県
内
の
製
造
業
ま
た
は
県
内
の
情

報
サ
ー
ビ
ス
業
に
一
定
期
間
従
事

し
た
場
合
、
奨
学
金
返
還
額
の
全
部

又
は
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
募
集
対
象　

理
系
大
学
院
修
士
課

程
1
年
生
ま
た
は
薬
学
部
5
年
生
で

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
人

●
募
集
人
員　

25
人
程
度

●
申
込
方
法
　

県

（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

6
月
7
日
㈪
～
7

月
30
日
㈮
（
消
印
有
効
）

問
県
産
業
戦
略
部
総
務
調
整
班

（
〒
７
５
３
‐
８
５
０
１　

山
口

市
滝
町
1
‐
1
）

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
４
６
５ ▲県

込
み
く
だ
さ
い
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
５
５
１
１
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心
肺
蘇
生
法
講
習
会

　
　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
、
応
急
手
当
の
技
術
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

6
月
19
日
㈯　

10
時
～

12
時

●
場
所　

光
総
合
病
院　

講
堂

●
対
象　

小
学
生
以
上
（
無
料
）

●
内
容　

心
肺
蘇
生
法
の
基
本
手

技
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

●
申
込
期
限　

6
月
18
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。問

光
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
０
０
０

　
パ
ソ
コ
ン
学
習
会

【
年
月
日
を
入
力
し
た
ら
？
】

●
日
時　

6
月
9
日
㈬　

13
時
30

分
～
15
時
30
分

●
内
容　

そ
の
日
の
曜
日
、西
暦
、

年
号
が
わ
か
る
設
定

【
こ
れ
は
、
何
年
目
？
】

●
日
時　

6
月
23
日
㈬　

13
時
30

分
～
15
時
30
分

●
内
容　

日
付
か
ら
、
そ
れ
が
今

年
で
何
年
目
か
分
か
る

　
税
務
職
員
採
用
試
験

　

税
務
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

国
税
庁

な

ど
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参

照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

〒
７
３
０
‐
８
５
２
１　

広
島
市

中
区
上
八
丁
堀
6
‐
30

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

▲国税庁
など

▪

▪

【
共
通
】

◎
場
所　

地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー

◎
募
集
人
数　

各
回
先
着
8
人

◎
参
加
費　

1
０
０
０
円

◎
持
参
物　

パ
ソ
コ
ン

◎
申
込
方
法
　
5
月
26
日
㈬
以
降

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。問

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
３
４
４
７

6 月 08 日㈫、22日㈫
7月 13 日㈫、27日㈫

【入会説明会】毎月第 2・第 4火曜日

10 時から開催

生涯現役、経験を活かし
　　                 地域社会で働きませんか。

60歳以上の健康で働く意欲のある方

　6月17日㈭に実施される全国的な訓練にあ

わせ、市内の防災行政無線から一斉放送を

行いますので、ご理解とご協力をお願いし

ます。
■日時　6月17日㈭　10時頃

　※天候により中止の場合があります。

緊急地震速報の
　　　訓練放送を行います

（♪上り4音チャイム）

「こちらは、防災光市です。

　ただ今から訓練放送を行います。」

（緊急地震速報チャイム音）

「緊急地震速報。大
おお

地
じ

震
しん

です。大地震です。

　これは訓練放送です。」（3回繰り返し）

「こちらは、防災光市です。

　これで訓練放送を終わります。」

（♪下り4音チャイム）

放送内容

【放送に合わせ身を守る行動をとってみましょう】

●屋内では　

▪頭を保護し、丈夫な机の下など安全な場

　所に避難する。

▪慌てて外に飛び出さない。

▪無理に火を消そうとしない。

●屋外では

▪ブロック塀の倒壊や看板などの落下に注

　意する。

▪看板や割れたガラスの落下に注意する。

問防災危機管理課　☎0833-72-1403
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◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

★
岡
坂
弘
毅
故
郷
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」

　

本
市
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
、
岡

坂
弘
毅
が
主
宰
す
る
ボ
ッ
カ
・
デ

ル
・
モ
ン
テ
の
ふ
る
さ
と
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

●
日
時　

7
月
3
日
㈯　

開
場
13

時
・
開
演
13
時
30
分

●
場
所　

大
ホ
ー
ル

●
チ
ケ
ッ
ト
（
発
売
中
）　

一
般

…
２
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
…

１
０
０
０
円
、
未
就
学
児
…
無
料

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

市
民
ホ
ー

ル
・
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ
・
周

南
市
文
化
会
館
な
ど

施設の
掲示板

◎
定
休
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
平
日
）

★
イ
タ
リ
ア
家
庭
料
理
教
室

●
日
時　

6
月
9
日
㈬　

10
時
～

12
時

●
対
象　

18
歳
以
上

●
内
容　

初
夏
の
緑
を
食
べ
る
イ

タ
リ
ア
ン

●
募
集
定
員　

先
着
16
人

●
参
加
費　

１
０
０
０
円　

●
持
ち
物　

マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
持
ち
帰
り
容
器

●
場
所
　
里
の
厨
体
験
室

●
申
込
方
法　

里
の
厨
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
ご
提
出
い
た
だ
く
か
、
ま

た
は
電
話
で
参
加
者
の
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
6
月
4
日
㈮

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り　

「せせらぎ水路」に沿って、初夏を告げる花しょうぶ約 2,500 株が上品で美しい花を咲かせます。

初夏の花しょうぶ観賞 見頃は 5月 29 日㈯～ 6月 13 日㈰　＊期間中 6月 9日㈬は休園日

問冠山総合公園　☎ 0833-74-3311

★
第
35
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
者
募
集

　

毎
年
恒
例
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

よ
る
音
楽
会
で
す
。
日
頃
の
演
奏

活
動
の
成
果
を
披
露
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
日
時　

9
月
19
日
㈰　

13
時
開

演●
対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体

※
音
楽
関
係
有
職
者
に
よ
る
編
成

委
員
会
で
選
考
し
、
出
演
者
を
決

定
し
ま
す
。

●
演
奏
条
件　

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
基

調
と
す
る
音
楽
を
15
分
程
度
ま
た

は
１
曲
演
奏

●
申
込
方
法　

6
月
1
日
㈫
か
ら

7
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
ま
た
は

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

上記期間外も、6月は下記イベントを行います。

★初夏の苗木 600 円くじ
●日時　6月 6日㈰　受付は① 10 時～、② 14 時～の 2回
●場所　花木販売所横　
●先着　各回 25 名　※各回通して 1世帯 1回限り

★斑入・変り葉展（光園芸連絡会主催）　　
●内容　山野草の「斑入植物」をテーマにした展示
●日時　6月 12 日㈯、13 日㈰ 9時～ 17 時
　　　　※最終日は 16 時まで
●場所　研修室

★ウチョウラン・ギボウシ展（光ウチョウラン同好会主催）
●日時　6月 19 日㈯・20 日㈰　9時～ 17 時　
　　　　※最終日は 16 時まで
●場所　研修室

★ツリークライミング体験会　※雨天中止　
●日時　6月 20 日㈰
　　　　① 12 時 30 分～、② 14 時～（各回 10 名）

●場所　冠山総合公園イベント広場（受付）
●参加料　小学生　800 円　中学生以上　1,500 円
●備考　未成年者は、保護者の同意が必要です。服装など
　　　　は動きやすい服装（半ズボン・スカートなど不可）・
　　　　運動靴（サンダルなど不可）
●申込　電話にて予約受付

★日本山あじさい展（ひかり山あじさいの会主催）

●日時　5月 29 日㈯、30 日㈰　9時～ 17 時　

　　　　※最終日は 16 時まで

●場所　研修室

★初夏の山野草展（ひかり山草会主催）

●日時　6月 5日㈯、6日㈰　9時～ 17 時　

　　　　※最終日は 16 時まで

●場所　研修室

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、内容を変更することがあります。
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████ 情報ひろば████ 情報ひろば

◎
入
浴
料　

市
内
大
人
５
１
０

円
、
市
内
65
歳
以
上
４
１
０
円
、

市
内
小
学
生
以
下
３
１
０
円
、
3

歳
以
下
無
料

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）

★
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
教
室
受
講
生
募
集

　

ラ
テ
ン
系
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
融

合
さ
せ
て
創
作
さ
れ
た
ダ
ン
ス
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

す
。

●
日
時

〇
毎
週
水
曜
日　

19
時
～
20
時

〇
毎
週
土
曜
日　

19
時
～
20
時

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
、
大
和
分
館
は
祝

日
の
場
合
は
月
曜
日
、
そ
の
翌
日

と
も
に
休
館
）、
第
2
木
曜
日

★
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

す
ぐ
に
も
ら
え
る
お
金
と
使
え
る

サ
ー
ビ
ス　
　
　
　

（
溝
口
知
実
）

キ
ャ
ン
プ
×
防
災
の
プ
ロ
が
教
え

る
新
時
代
の
防
災
術　

（
寒
川
一
）

緊
急
事
態
宣
言
の
夜
に

　
　
　
　
　
　
　

（
さ
だ
ま
さ
し
）

ク
ラ
ラ
と
お
日
さ
ま

　
　
　
　

（
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
）

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、

第
１
火
曜
日

★
第
15
回
光
市
作
家
展

　

本
市
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る

美
術
作
家
の
紹
介
で
す
。
洋
画
・

墨
画
の
新
原
美
奈
子
さ
ん
と
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
渡
辺
満
良
さ
ん
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

6
月
12
日
㈯
～
27
日
㈰

　

9
時
～
17
時

★
太
極
拳

●
日
時　

毎
週
水
曜
日　

13
時
～

15
時

【
共
通
事
項
】

●
受
講
料　

６
４
０
円 

／
回

●
申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
光
紙
芝
居
定
期
上
演

●
日
時　

6
月
19
日
㈯　

14
時
～

15
時

●
演
題　

「
や
ま
ん
ば
の
な
み

だ
」
（
石
城
山
）

●
観
覧
料　

無
料（
入
浴
は
有
料
）

問
光
紙
芝
居
（
末
岡
）

☎
０
８
０
‐
３
８
９
１
‐
８
９
４
０

◎
入
館
料　

２
６
０
円
／
団
体

（
20
人
以
上
）
２
０
０
円
（
高
校

生
以
下
・
障
害
者
手
帳
持
参
の
人

と
介
護
者
1
人
は
無
料
）

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）
、
第
1
火
曜
日

★
古
着
で
作
る
は
が
き
掛
け
教
室

●
日
時　

6
月
13
日
㈰
、
19
日
㈯

　

①
9
時
～
12
時
、
②
13
時
～
16

時
（
両
日
と
も
2
回
実
施
）

●
講
師　

吉
村
博
子
さ
ん

●
募
集
人
数　

各
回
先
着
6
人　

●
参
加
費　

１
３
０
０
円
（
材
料

費
）

※
受
講
者
は
入
館
無
料
で
す
。

●
持
参
物　

鉛
筆
、布
切
ば
さ
み
、

も
の
さ
し
（
30
セ
ン
チ
）

●
申
込
方
法　

6
月
2
日
㈬
以
降

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
ち
ぎ
り
絵
展

　
　

～
自
然
の
声
に
心
を
開
く
～

　

自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
ち
ぎ
り
絵

を
制
作
さ
れ
て
お
り
、
見
て
い
た

だ
く
人
に
、
や
さ
し
い
思
い
を
届

け
た
い
と
の
心
が
込
め
ら
れ
た
作

品
で
す
。

●
会
期　

6
月
17
日
㈭
～
29
日
㈫

●
展
示
者　

森
山
修
二
さ
ん

★
歴
史
講
座

●
演
題　

才
能
と
努
力
の
人　

山

田
忍
三　
　

●
日
時　

7
月
4
日
㈰　

10
時
～

12
時

●
講
師　

植
村
芳
弘
さ
ん
（
光
地

方
史
研
究
会
会
長
）

●
募
集
人
数　

30
人

●
受
講
料　

３
０
０
円（
資
料
代
）

※
受
講
者
は
入
館
無
料
で
す
。

●
申
込
方
法　

6
月
22
日
㈫
以
降

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
図
書
館
で
除
籍
と
な
っ
た
図
書

や
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
無

償
で
譲
渡
し
ま
す
。

●
日
時　

〇
6
月
4
日
㈮　

9
時
～
19
時

〇
6
月
5
日
㈯
、
6
日
㈰　

9
時

～
17
時

●
場
所　

2
階　

視
聴
覚
室

●
持
参
物　

本
を
持
ち
帰
る
袋

●
譲
渡
上
限　

一
人
10
冊
ま
で

※
破
損
、
汚
損
、
落
丁
本
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
入
場
人
数
制
限
な
ど
、
感
染
対

策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
児
童
書
】

建
築
家
に
な
り
た
い
君
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
隈
研
吾
）

か
き
や
ま
ぶ
し　
　

（
田
中
六
大
）

お
に
ぎ
り
！　
　
　

（
村
上
康
成
）
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✿問合せ
●
☎
●
☎

　令和 3年度（令和 3年 4月分から令和 4年 3月分まで）の国民年金保険料

は、月額 16,610 円です。この保険料は日本年金機構から送付される納付書

や口座振替などで納付してください。

【ご注意ください】

○納付期限までに納めていない人に対しては、日本年金機構が民間委託により、電話・文書による

　納付・免除勧奨業務を行っています。

○収入の減少や失業などによる経済的な理由で保険料の納付が困難な場合は、保険料の納付が免除・

　猶予される制度があります。（現在、新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した

　人は免除が可能になる場合があります。）

詳しくはお問い合わせください。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

【相談】
　突然来訪した業者に「お宅の屋根瓦がずれているのが見えました。
今なら無料で点検します」と言われたため、点検を依頼しました。
点検後、「早急に屋根全体を修理したほうが良いです」と急かされた
ため契約してしまいましたが、高額な為に家族に反対されました。
解約できますか。
【対応】
　契約書面の受領日を含む 8日間はクーリング・オフができること
を説明しました。また、高額な修理は複数の業者から見積もりを取り、
すぐには契約しないよう助言しました。
【ワンポイントアドバイス】
　住まいるダイヤル(http://www.chord.or.jp/)では、リフォームに
関する困りごとや見積もりチェックサービス (無料 )を専門の相談
員が電話（0570-016-100）で受付けています。契約前にご利用ください。

✿住宅修理の訪問販売業者にご注意

問徳山年金事務所国民年金課　☎ 0834-31-2152

※電話は自動音声応答です。音声案内に従い、最

　初は「2」を押し、  次も「2」を押してください。

問環境事業課ごみ・リサイクル対策係　☎0833-72-1471
https://www.city.hikari.lg.jp/life_scene/lifescene_garbage/3r/index.html

詳しくは

ひ か りネ ッ ト

Ｒeuse net Ｈikari

【140】ベビーバス　【13】セイフティチャイルドチェア
※上記以外にも、子供服や絵本などがあります。

【譲りたいものの一部を紹介　【】内は登録番号】

✿リユースキッズひかり

【10】ベビーカー▶

◀【1】チャイルド
　　　　　　　シート

【譲りたいものの一部を紹介　【】内は登録番号】

【譲ってほしいものの一部を紹介　【】内は登録番号】

※ 18 歳以上の人が利用できます。（営利目的不可）

※交渉が成立している場合がありますのでご了承ください。

【1,2】簡易ベット　【3】座いす　【4～11】テーブル
【12】ホワイトボード

【1】ジュニアシート　【2】車いす　【3】手押し車
【4】長テーブル　【5】室積保育園体操服(100cm)
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6月の健康カレンダー

光の恵み de朝ごはんレシピ
「夏野菜ともずくの納豆あえ」 朝ごはん、毎日食べて健康な 1日をスタート！

　光市「健康・食育に関するアンケート調査」（令和 2

年度実施）の結果、朝食の欠食がある児童生徒が約 2～

3割いる状況です。

 朝食を食べないことがある児童生徒の「朝食を食べな

い理由」は多い順に、「おなかがすかない・食欲がない

から」「食べる時間がないから」「いつも食べないから（食

べる習慣がないから）」でした。

　全国的に、毎日朝食を食べる子どもほど、学力・体力

ともに高い傾向にあります。朝食でブドウ糖をはじめと

する様々な栄養素を補給すると、午前中からしっかり活

動できる状態になり、授業の集中力も違います。食事内

容の偏りや摂取量の不足を改善し、1 日を元気にスター

トさせる朝ごはんを食べ、元気な毎日を過ごしましょう。

あなたの健康プラスアップ

【作り方（材料 2人分）】

①きゅうり（1/2 本）は輪切りにし、塩もみ（塩：分量外）

する。トマト（1/2 個）は 1ｃｍ角に切る。オクラ（2本）

はサッとゆで、輪切りにする。もずく（適量）は洗って

ザルにあげる。長い場合は食べやすい長さに切る。

②納豆（1パック）と①を混ぜてできあがり。

おすすめポイント

　朝なので早く作れてなるべく火を使わず、バランスの

とれたものにしました。

　　　　　　　　　　　（浅江中学校 2年　Ｋ．Ｋさん）

☀調理時間：10 分
　　【一人分栄養価】

　　エネルギー60kcal

　　食塩相当量 0.04g

～ 6月は食育月間、毎月 19 日は食育の日～

【朝食をとることが大切な理由】
・体のリズムを整える
・やる気と集中力が出る
・脳にエネルギーを補給

休日診療所

■場所　あいぱーく光内
　　　    （光市光井二丁目2-1）
■診療時間　9時～ 17 時
□受付    9 時～ 11 時 30 分
　　　　13時～ 16 時 30 分
■持参物　健康保険証、
　　　　　診療代、お薬手帳
■問合せ　☎0833-74-1399

✿周南地域休日・夜間こども急病センター
■場所　徳山中央病院内（周南市孝田町 1-1）
■診療時間（夜間は日曜・祝祭日を含む毎日）　
　【夜間】19時～ 22 時（受付 21 時 30 分まで）
　【日曜・祝祭日】9時～ 12 時、13 時～ 17 時
　　　　　　　　（受付各診療終了 30分前まで）
■対象　0歳～ 15 歳までの内科的疾患
■問合せ　☎0834-28-9650
✿小児救急医療電話相談
■相談時間　19時～翌日 8時
■対象　15歳未満の子ども
■問合せ　☎083-921-2755
※プッシュ回線の固定電話、携帯電話は ☎♯8000

※電話連絡をした上で、受診
　してください。

診療科目（※）
内科系 外科系

6月の
診療日

6 日㈰ 外科内科

外科20日㈰

27 日㈰ 耳鼻科

13日㈰ 皮膚科内科

内科 (小児科）

内科 (小児科）
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問広報・シティプロモーション推進室　
☎0833-72-1409 kouhou@city.hikari.lg.jp

「見つけた！ひかりの“光”」応募作品のご紹介
【応募作品の一部】

※インスタグラムに「#ひかりの光」を付けて投稿された画像の中から一部をご紹介します。ぜひ、皆さん　
　も本市の魅力を発信してください。なお、詳しくは市 （上記ＱＲコード参照）をご覧ください。

▲市

@ponchan_6072 @tetuo2960 @mik__photo @umek20928

2021

６月　お知らせカレンダー
2021

６月　お知らせカレンダー
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『やさしさひろがる　幸せ実感都市　ひかり』

不妊・不育症治療費の助成拡充について
　市では、「おっぱい都市宣言」のまちとして、県内で初めて不育症治療に対する助成を行うなど、子ど

もを生み育てやすい環境づくりを進めています。

　本年度からは、次のとおり不妊・不育症治療ともに所得制限を撤廃します。

■申請・問合せ　健康増進課（あいぱーく光）　☎ 0833-74-3007

▲市

●申請期限を過ぎると助成が受けられません。

●上記以外の条件があります。詳しくは、市 または県 （右記ＱＲ参照）でご確認ください。

●申請に必要な書類は健康増進課で配布するほか、市 （右記ＱＲ参照）からダウンロ－ドできます。

●医療機関等証明書の発行に時間を要する場合がありますので、あらかじめ受診先へ確認してください。
▲県

■助成内容

▪
▪
▪
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▪
▪
▪
▪

　

私
は
現
在
、
大
学
で
教
育
学
と
心
理
学

を
学
び
な
が
ら
、
教
員
免
許
の
取
得
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添
え
る
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
よ
う
な
素
質
を
も
っ
た
教
員
に
な

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

人
を
教
え
る
、
人
を
育
て
る
「
教
育
者
」

と
い
う
立
場
か
ら
、
地
元
山
口
県
、
そ
し

て
光
市
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
成
人
の
誓
い

▲安
やすなが

永　稀
き い ち

一さん
島田中卒

▲長
ながおか

岡　阿
あ い り

衣瑠さん
附属光中卒

　

私
は
将
来
、
短
期
大
学
で
学
ん
だ
こ
ど

も
教
育
、
四
年
制
大
学
で
学
ん
で
い
る
仏

教
学
、
光
高
校
放
送
部
で
培
っ
た
伝
え
る

力
を
活
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で

活
躍
し
、
私
に
し
か
で
き
な
い
働
き
方
を

実
現
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
ふ

る
さ
と
光
市
に
帰
っ
て
来
た
と
き
に
は
、

経
験
し
た
事
を
最
大
限
に
駆
使
し
て
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


